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三
宅
藤
兵
衛

三
宅
藤
兵
衛
は
明
智
光
秀
の
外
孫
に
し
て

光
秀
の
子
の
細
川
ガ
ラ
シ
ヤ
に
育
て
ら
れ
た
と
も
い
う

ガ
ラ
シ
ア
は
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン

そ
の
た
め
藤
兵
衛
も
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
も
い
う

変
遷
を
経
て

唐
津
藩
主
寺
沢
氏
に
見
込
ま
れ
唐
津
藩
へ
仕
官

そ
し
て
天
草
富
岡
城
の
七
代
目
番
代
に
就
任

石
高
は
三
千
石
い
や
一
万
五
千
石

藤
兵
衛

心
な
ら
ず

キ
リ
シ
タ
ン
を
棄
て
？

一
転
弾
圧
の
側
に

藤
兵
衛
番
代
の
時

勃
発
し
た
天
草
島
原
一
揆

富
岡
城
へ
向
け
て
進
軍
す
る
一
揆
軍

こ
れ
に
立
ち
向
か
う
唐
津
藩
兵

藤
兵
衛
先
頭
に
立
ち
本
戸
で
迎
え
撃
つ
も

勢
い
と
数
に
勝
る
一
揆
軍
の
前
に
逢
え
な
く
戦
死

嗚
呼
悲
し
き
か
な
中
間
管
理
職

藤
兵
衛
の
波
乱
万
丈
た
る
人
生
も

討
ち
死
に
し
た
本
渡
広
瀬
に
や
っ
と
安
息
す
る
か

後
世
の
人
曰
く

藤
兵
衛
は
過
酷
に
キ
リ
シ
タ
ン
を
弾
圧
し
た
非
道
の
番
代
、
い
や
慈
悲
の
人
で
あ
っ
た
と
。

果
た
し
て
、
真
実
や
い
か
に
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三
宅
藤
兵
衛
と
は

天
草
島
原
の
乱
当
時
、
天
草
は
肥
前
唐
津
藩
寺
沢
氏
の
領
地
（
飛

領
）
で
あ
っ
た
。

天
草
は
天
正
の
天
草
合
戦
以
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
小
西
行

長
の
領
地
に
な
っ
た
が
、
行
長
が
、
天
下
分
け
目
の
戦
い
と
称
さ
れ

る
関
ヶ
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
後
、
家
康
か
ら
寺
沢
広
高
に
、
関
ケ
原

の
戦
功
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。

広
高
は
、
袋
村
あ
る
い
は
留
岡
と
呼
ば
れ
て
い
た
富
岡
に
新
城
を
築

き
、
天
草
統
治
の
拠
点
と
し
た
。
富
岡
城
に
は
番
代
を
置
い
た
。

三
宅
藤
兵
衛
の
就
任
は
元
和
元
年
（
１
６
２
１
）
。
七
代
目
の
番

代
で
あ
っ
た
。

番
代
と
は
、
唐
津
本
藩
の
筆
頭
家
老
級
の
も
の
で
、

兵
事
治
安
関
係
の
長
官
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

三
宅
藤
兵
衛
は
、
乱
当
時
の
天
草
番
代
（
七
代
目
）
で
あ
っ
た
。

赴
任
は
乱
発
生
の
15
年
前
で
あ
る
。
寺
沢
広
高
が
富
岡
番
代
を
最
初

に
置
い
た
の
が
慶
長
八
年
（
１
６
０
３
）
で
あ
る
か
ら
、
歴
代
番
代

の
在
職
期
間
は
平
均
３
年
で
あ
る
。
藤
兵
衛
の
15
年
が
長
い
と
い
う

事
が
分
か
る
。

と
い
う
よ
り
、
恐
ら
く
堅
高
は
、
藤
兵
衛
を
富
岡
終
身
番
代
と
す

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
様
だ
。
と
い
う
の
は
。

①

天
草
と
い
う
本
藩
か
ら
離
れ
た
地
に
、
行
き
た
が
る
人
が
い
な
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か
っ
た
こ
と
。

②

藤
兵
衛
を
高
く
評
価
し
て
い
た
堅
高
は
、
安
心
し
て
、
天
草
統

治
を
任
す
こ
と
が
出
来
た
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

も
し
、
乱
が
起
き
ず
、
寺
沢
支
配
が
続
い
て
い
た
ら
、
藤
兵
衛
の

後
は
、
嫡
男
の
藤
右
衛
門
が
番
代
を
引
き
継
い
だ
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
な
れ
ば
、
事
実
上
、
天
草
の
支
配
者
は
、
三
宅
家
が
担
う
こ

と
に
な
っ
た
。

藤
兵
衛
の
知
行
は
、
天
草
近
代
年
譜
で
は
千
石
と
し
て
い
る
が
、

本
渡
市
史
に
よ
る
と
、
自
身
の
禄
高
が
三
千
五
百
石
、
与
力
高
が
七

千
石
、
合
計
一
万
五
百
と
も
言
わ
れ
諸
説
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
知
行

地
は
佐
伊
津
村
、
広
瀬
村
、
下
河
内
村
、
本
村
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ

の
三
村
の
村
高
は
、
石
高
是
正
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
千
百
石
余
で

あ
る
。
も
し
、
こ
の
三
村
で
三
千
石
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
相
当
な

酷
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
乱
の
一
因
と
も
言
わ
れ
る

酷
税
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
宅
藤
兵
衛
は
明
智
光
秀
の
孫

三
宅
藤
兵
衛
は
、
明
智
光
秀
の
姉
の
子
で
あ
る
明
智
左
馬
之
助
と

明
智
光
秀
の
次
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
与
平
治
と
い
っ
た
。

藤
兵
衛
は
通
称
で
、
正
式
な
名
は
、
重
利
で
あ
る
。

藤
兵
衛
は
明
智
光
秀
の
外
孫
に
あ
た
り
、
熊
本
藩
主
細
川
忠
利
と

は
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
肥
後
細
川
家
の
二
代
忠
興
の
妻
で

あ
る
細
川
ガ
ラ
シ
ヤ
の
甥
に
当
た
り
、
ガ
ラ
シ
ヤ
に
育
て
ら
れ
た
と

も
い
う
。
ガ
ラ
シ
ヤ
は
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
。
藤
兵
衛
も
ガ
ラ
シ
ヤ

の
影
響
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
洗
礼
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

後
の
藤
兵
衛
に
つ
い
て
棄
教
者
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
藤

兵
衛
自
身
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
信
仰
心
が
あ
っ
た
の

か
分
か
ら
な
い
。

三
宅
藤
兵
衛
の
確
た
る
伝
記
は
な
い
よ
う
だ
が
、

『
天
草
史
談
・

第
６
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
源
姓
三
宅
氏
中
興
家
伝
」
よ
る
と
。

ま
ず
、
藤
兵
衛
の
祖
父
重
時
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

重
時

出
雲
守
と
称
す
。
妻
は
明
智
日
向
守
光
秀
の
姉
な
り
。
先
祖
か
ら

濃
州
に
居
た
が
、
重
時
に
な
っ
て
、
初
め
て
丹
後
国
亀
山
に
移
り
住

む
。天

正
十
年
六
月
十
四
日
。
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
滅
亡
さ
せ
ら

れ
た
た
め
、
家
譜
な
ど
こ
と
ご
と
く
無
く
し
た
た
め
、
祖
先
の
事
績

は
不
明
と
な
る
。
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左
馬
之
助

藤
兵
衛
の
父
で
あ
る
。
母
は
明
智
光
秀
の
姉
。
し
た
が
っ
て
光
慶

は
、
光
秀
の
甥
に
当
る
。

本
能
寺
の
変
時
、
光
秀
の
居
城
「
坂
本
城
」
を
守
っ
て
い
た
左
馬

之
助
も
自
裁
す
る
。
時
に
僅
か
26
歳
と
い
う
。

（
註
）
藤
兵
衛
の
父
、
明
智
左
馬
之
助
は
、
「
光
慶
」
「
光
春
」

「
秀
満
」
「
光
遠
」
「
秀
俊
」
「
光
昌
」
な
ど
様
々
な
名
前
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
通
称
の
「
左
馬
之
助
」
を
用
い
る
。

藤
兵
衛

父
光
慶
自
裁
の
時
、
僅
か
２
歳
。
家
臣
三
宅
六
郎
こ
れ
を
懐
に
抱

い
て
京
師
に
逃
れ
る
。
12
歳
に
な
り
、
ひ
そ
か
に
隠
れ
て
鞍
馬
の
僧

舎
に
在
り
。
細
川
越
中
守
忠
興
公
の
室
秀
林
院
殿
、
叔
母
と
い
う
事

で
、
公
に
し
て
藤
兵
衛
を
召
す
。
丹
後
に
で
厚
く
恩
顧
を
受
け
る
こ

と
数
年
、
一
旦
訳
有
り
て
、
京
師
紀
州
の
際
に
流
落
す
る
。
故
左
馬

之
助
の
家
臣
安
田
作
兵
衛
が
光
慶
敗
亡
後
、
肥
前
唐
津
の
城
主
寺
沢

広
高
に
仕
え
、
姓
名
を
改
め
て
天
野
源
右
衛
門
と
称
す
る
。
こ
の
天

野
、
広
高
に
請
う
て
藤
兵
衛
を
招
く
。
広
高
藤
兵
衛
に
釆
地
三
千
五

百
石
を
授
け
る
。

こ
の
家
伝
書
は
、
文
体
が
若
干
難
し
い
の
で
読
み
づ
ら
い
。
そ
こ

で
、
『
上
天
草
市
史

大
矢
野
編
３
』
に
書
か
れ
て
い
る
「
三
宅
藤
兵

衛
」
を
転
載
す
る
。

三
宅
藤
兵
衛
の
幼
名
は
師
、
父
は
明
智
光
秀
の
家
老
明
智
左
馬
介

（
弥
平
次
・
光
慶
と
も
）
、
母
は
明
智
光
秀
の
娘
（
多
分
「
お
藤
」

と
い
っ
た
か
）
、
細
川
忠
興
室
玉
（
ガ
ラ
シ
ャ
・
秀
林
院
）
の
姉

で
あ
る
。

天
正
十
年
六
月
、
本
能
寺
の
変
の
と
き
二
歳
で
あ
っ
た
。
当
時
、

光
秀
の
城
は
丹
波
亀
山
城
と
近
江
の
坂
本
城
の
二
つ
が
あ
っ
た
が
、

光
秀
の
奥
方
や
娘
た
ち
も
坂
本
城
に
い
た
。
六
月
十
三
日
、
光
秀

が
小
栗
栖
で
土
民
に
殺
さ
れ
た
の
ち
、
坂
本
城
も
秀
吉
軍
に
攻
め

お

ぐ

る

す

ら
れ
た
。
落
城
に
あ
た
り
、
父
左
馬
介
は
姥
に
藤
兵
衛
を
抱
か
せ

う
ば

て
落
ち
の
び
さ
せ
た
。

左
馬
助
知
り
合
い
の
京
都
の
町
人
、
大
文
字
屋
が
育
て
て
い
た

が
、
世
も
静
か
に
な
っ
て
か
ら
十
三
歳
に
な
っ
た
藤
兵
衛
を
伏
見

の
忠
興
の
屋
敷
に
伴
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
驚
か
れ
て
高
野
山
に
上

せ
ら
れ
、
名
を
師
様
と
申
し
上
げ
た
。
折
々
伏
見
に
も
見
え
ら
れ

て
、
秀
林
院
（
伯
母
玉
）
に
も
お
目
に
か
か
り
、
折
々
手
紙
も
頂

※

い
た
。
十
九
歳
の
と
き
、
世
も
静
か
に
な
っ
た
の
で
忠
興
か
ら
秀

吉
に
そ
の
旨
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
苦
し
が
る
間
敷
由
、
忠
興

に
与
え
る
の
こ
と
で
、
名
を
三
宅
与
助
と
改
め
三
百
石
を
遣
わ
さ

れ
た
。
暫
く
細
川
家
に
い
た
が
、
折
節
左
馬
助
の
家
老
天
野
源
右

お
り
ふ
し

衛
門
が
唐
津
寺
澤
家
に
い
た
の
で
同
藩
に
三
百
石
で
仕
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
段
々
の
御
加
増
で
三
千
石
に
進
み
、
天
草

の
押
さ
え
と
し
て
番
代
に
と
り
た
て
ら
れ
、
嫡
子
藤
右
衛
門
も
御
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番
頭
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
三
男
加
右
衛
門
に
も
別
知
千
石
を
賜
っ

た
。
（
藤
兵
衛
の
家
司
、
吉
浦
兵
右
衛
門
の
孫
で
あ
る
郷
右
衛
門

が
父
諸
兵
衛
か
ら
聞
い
て
書
い
た
覚
書
の
要
約
）

※
藤
兵
衛
の
母
は
玉
の
姉
で
あ
る
た
め
、
叔
母
が
正
し
い

ほ
ぼ
内
容
は
同
じ
だ
が
、
藤
兵
衛
の
誕
生
年
月
日
も
不
明
で
あ
る

よ
う
に
、
富
岡
城
番
代
に
な
る
ま
で
は
、
詳
し
い
こ
と
は
殆
ど
分
か
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
兵
衛
が
、
何
時
か
ら
寺
沢
氏
に
抱
え
ら
れ
た
か
も
不
明
の
よ
う

で
あ
る
。

『
寺
沢
藩
士
に
よ
る

天
草
一
揆
書
上
』
に
よ
る
と
、
元
和
二
年

（
１
６
１
６
）
に
は
、
吉
井
村
（
現
福
岡
県
糸
島
市
）
・
天
草
郡
の

内
六
〇
〇
石
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
和
二
年
に
は
、
寺
沢

藩
士
と
な
っ
て
い
た
と
み
て
い
い
。

そ
の
後
は
、
元
和
五
年
（
１
６
１
９
）
は
鹿
家
村
（
現
福
岡
県
糸

島
市
）
・
天
草
郡
の
内
七
〇
〇
石
。
現
在
の
天
草
市
佐
伊
津
町
、
本

町
、
本
渡
町
広
瀬
及
び
蔵
米
で
三
五
○
○
石
を
得
て
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
を
弾
圧

藤
兵
衛
は
、
番
代
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
唐
津
藩
士
と
し
て
、
殿

様
の
指
図
に
Ｎ
О
と
い
う
事
は
出
来
な
い
。
藤
兵
衛
が
も
し
、
キ
リ

シ
タ
ン
に
対
し
て
同
情
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
殿
の
意
向
に
よ
っ

て
、
意
に
反
す
る
こ
と
も
執
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

藤
兵
衛
が
は
た
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
感
情
を

持
っ
て
い
た
の
か
、
分
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
当
初
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
に
対
し
て
同
情
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
い
う
よ

り
、
藤
兵
衛
自
身
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
も
あ
っ
た
。

寺
沢
氏
も
、
堅
高
は
と
も
か
く
、
先
代
の
広
高
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

に
寛
容
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
向

か
っ
た
の
は
、
幕
府
の
方
針
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。そ

こ
で
、
一
般
的
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
過
酷
な
拷
問
な
ど
で
弾
圧

し
た
と
さ
れ
て
い
る
、
藤
兵
衛
の
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
の
真
実
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

キ
リ
シ
タ
ン
を
弾
圧

『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
著

吉
田
小
五
郎

訳

に
は
、

藤
兵
衛
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

天
草
の
領
主
寺
沢
志
摩
守
は
、
志
岐
の
代
官
兼
群
島
の
奉
行
と

し
て
、
棄
教
者
で
、
か
つ
熱
烈
な
迫
害
者
た
る
三
宅
藤
兵
衛
を
選
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ん
だ
。
藤
兵
衛
は
、
「
代
官
」
即
ち
支
配
役
に
、
百
姓
を
強
制
的

に
棄
教
さ
せ
よ
と
命
じ
た
。
最
初
の
厳
命
は
、
奉
行
の
所
在
地
富

岡
の
城
を
含
む
志
岐
で
実
施
さ
れ
た
。

最
初
、
家
長
た
ち
が
簡
単
な
言
葉
と
威
嚇
と
で
攻
撃
を
受
け
た
。

あ
る
者
は
下
っ
た
が
、
ま
た
他
の
者
は
頑
と
し
て
動
じ
な
か
っ
た
。

婦
女
子
が
監
禁
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
数
は
、
間
も
な
く
２
１
３
人

に
な
っ
た
。

そ
の
夫
た
ち
は
、
監
禁
さ
れ
て
い
る
妻
の
許
に
、
貧
弱
な
食
物

を
少
し
ば
か
り
運
ん
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
、
こ

の
哀
れ
な
人
々
は
、
煩
悩
の
パ
ン
と
苦
悶
の
水
で
生
き
て
い
た
と

言
え
る
。
こ
の
最
初
の
試
練
は
、
七
日
間
続
い
た
が
、
誰
一
人
死

な
な
か
っ
た
。
藤
兵
衛
は
、
陽
の
よ
く
当
た
る
畠
の
な
か
に
、
竹

で
編
ん
だ
一
種
の
小
屋
を
建
て
た
。
そ
の
圍
内
は
誠
に
低
く
、
立
っ

て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
跪
き
通
し
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
小
屋
の
内
は
、
棘
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

妻
と
乳
飲
み
子
と
は
、
別
々
に
監
禁
さ
れ
た
。
日
に
一
回
だ
け
、

囚
徒
の
父
や
夫
が
、
食
物
を
運
ん
で
行
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ

た
。
７
８
日
の
間
、
こ
の
ま
ま
で
い
た
。
妻
や
子
供
が
、
夫
の
前

で
拷
問
を
受
け
た
。
大
勢
の
家
長
が
次
々
と
転
ん
だ
。
か
く
て
彼

ら
が
棄
教
す
る
と
、
心
配
な
し
に
妻
や
子
供
が
返
さ
れ
た
。

し
か
し
、
色
々
立
派
な
例
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
達
の
頭
で
富
岡
の
奉
行
の
一
人
、
ト
マ
ス
・
ヨ
ザ
エ
モ
ン
の

如
き
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
彼
の
妻
と
子
供
の
ド
ミ
ン
ゴ
は
監
禁
さ

れ
た
。
ト
マ
ス
は
、
こ
の
試
練
で
少
し
も
弱
ら
な
か
っ
た
。
し
か

も
彼
は
毎
日
家
族
の
許
に
食
物
を
運
ん
で
来
て
は
艱
難
に
耐
え
よ
、

時
に
よ
っ
て
は
死
に
さ
え
耐
え
よ
と
激
励
し
た
。
藤
兵
衛
は
、
敢

え
て
ト
マ
ス
を
殺
さ
ず
、
息
子
を
追
放
し
、
妻
に
は
邸
内
に
於
け

る
謹
慎
者
の
番
を
命
じ
た
。

ジ
ュ
リ
オ
と
い
う
82
歳
の
一
老
人
、
彼
は
近
江
の
生
ま
れ
で
、

元
イ
エ
ズ
ス
会
の
同
宿
で
あ
っ
た
が
、
八
月
の
初
め
か
ら
十
一
月

二
十
九
日
ま
で
虐
め
ら
れ
た
挙
句
、
天
草
の
領
主
の
直
々
の
命
令

に
よ
っ
て
、
首
に
大
き
な
石
を
つ
け
て
海
中
に
投
じ
ら
れ
、
溺
死

さ
せ
ら
れ
た
。
他
の
犠
牲
者
た
ち
も
、
同
じ
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。

（
以
下
略
）

こ
れ
ら
は
、
被
害
者
側
か
ら
見
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
著
者
が
直

接
見
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
割
り
引
い
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
拷
問
全
て
が
、
藤
兵
衛
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
事
に
対
し
て
、
『
島
原
の
乱
』
助
野
健
太
郎
著

は
、
籐
兵

衛
の
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
の
で
、
要
約
し
て
紹

介
す
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
前
出
の
『
日
本
宗
門
史
』
に
よ
っ
て
い

る
。寛

永
二
年
（
１
９
２
５
）
寺
沢
広
高
が
63
歳
を
以
て
隠
居
し
、
嗣
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子
兵
庫
守
堅
高
が
17
歳
で
家
督
を
継
い
だ
。
寛
永
五
年
将
軍
家
光
は
、

重
ね
て
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
触
れ
を
出
し
た
。

(

唐
津
の
本
藩
へ
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
た
め
帰
藩
し
た
籐
兵
衛
は
一

年
間
滞
留
し
た
の
ち)

翌
寛
永
六
年
、
富
岡
に
帰
任
し
た
籐
兵
衛
の
形

相
は
ま
る
で
変
わ
っ
て
い
た
。
血
に
飢
え
た
悪
鬼
の
如
く
、
キ
リ
シ

タ
ン
と
み
れ
ば
容
赦
な
く
捕
え
、
拷
問
に
か
け
た
。

弾
圧
の
手
口
と
し
て
は
、
最
初
簡
単
な
言
葉
と
威
嚇
で
、
家
長
た

ち
を
攻
撃
し
た
。
そ
れ
で
も
、
転
ば
ぬ(

棄
教)

も
の
は
、
次
に
婦
女

子
が
監
禁
さ
れ
た
。
そ
の
数
２
１
３
人
に
も
及
ん
だ
。
そ
の
婦
女
子

に
食
事
を
運
ぶ
の
は
夫
の
役
目
で
あ
っ
た
。
食
事
の
量
は
勿
論
わ
ず

か
し
か
与
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
転
ば
ぬ
者

に
は
、
夫
の
目
の
前
で
、
妻
や
子
供
を
拷
問
し
た
。
ま
た
、
老
人
た

ち
は
、
首
に
大
石
を
付
け
て
海
に
沈
め
た
り
さ
れ
た
。

三
宅
籐
兵
衛
は
慈
悲
の
番
代
で
あ
っ
た
？

三
宅
籐
兵
衛
は
、
悪
鬼
の
ご
と
く
キ
リ
シ
タ
ン
を
弾
圧
し
た
と
い

う
説
に
対
し
、
反
論
を
唱
え
る
小
説
が
あ
る
。
「
天
草
の
乱
秘
聞-

富

岡
城
に
立
つ
虹
」

村
上
史
郎
著

熊
日
出
版

だ
。

こ
の
本
は
、
三
宅
籐
兵
衛
を
主
人
公
に
、
天
草
島
原
の
乱
の
初
戦

と
な
る
、
天
草
で
の
戦
い
を
描
い
た
小
説
だ
。

氏
は
、
あ
と
が
き
で
こ
の
小
説
を
書
こ
う
と
思
い
立
っ
た
動
機
を

「
三
宅
籐
兵
衛
と
い
う
男
、
そ
の
よ
う
な
悪
逆
非
道
の
人
物
と
単
純

に
い
え
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
逆
に
、
領
民
へ
の
深
い
慈
悲
の
心

を
持
ち
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
も
相
応
の
理
解
を
示
し
得
る
奥
行
き
深
い

人
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
の
が
、
本
書
の
執
筆
を
思
い

立
っ
た
時
の
私
の
直
感
で
あ
っ
た
。
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。

先
の
助
野
氏
の
説
と
村
上
氏
の
説
は
、
両
極
端
だ
が
、
ど
ち
ら
が

本
当
か
を
考
え
な
が
ら
こ
の
小
説
を
読
む
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
司
馬
遼
太
郎
は
、
「
街
道
を
ゆ
く-

島
原
・
天
草
の
諸
道
」

で
、
「
富
岡
城
代
三
宅
籐
兵
衛
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
か
は
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
記
録
や
伝
承
に
散
見
す
る
松
倉
氏
の

家
老
た
ち
の
よ
う
な
印
象
の
人
物
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

と
書
い
て
い
る
。

天
草
の
乱
緒
戦
で
あ
え
な
く
討
ち
死
に

三
宅
藤
兵
衛
が
富
岡
番
代
に
な
っ
て
16
年
後
に
、
天
草
一
揆
の
大

乱
が
起
き
た
。
藤
兵
衛
に
と
っ
て
、
晴
天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

ま
ず
乱
は
、
島
原
か
ら
発
生
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
天
草
で

も
時
を
置
か
ず
、
一
揆
勢
が
蜂
起
し
た
。

番
代
と
し
て
、
藤
兵
衛
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
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藤
兵
衛
の
行
動
を
、
時
系
列
的
に
記
し
て
み
よ
う
。
（
資
料
・

『
寺
沢
藩
士
に
よ
る
天
草
一
揆
書
上
』
よ
り
）

寛
永
十
四
年
十
月

二
四
日

・
湯
島
談
合
。

二
五
日

・
南
有
馬
で
代
官
林
平
右
衛
門
が
殺
害
さ
れ
、
乱
が
起

き
る
。

二
七
日

・
大
矢
野
、
上
津
浦
で
一
揆
の
火
の
手
が
上
が
る
。

二
八
日

・
熊
本
藩
家
老
か
ら
三
宅
藤
兵
衛
に
事
態
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
。

・
藤
兵
衛
か
ら
の
一
揆
発
生
の
第
一
報
が
唐
津
に
届
く
。

二
九
日

・
三
宅
藤
兵
衛
、
天
草
新
介
等
が
本
戸
に
出
張
す
る
。

・
藤
兵
衛
、
大
矢
野
他
数
村
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
立
ち
返

り
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
熊
本
藩
家
老
に
通
報
す
る
。

・
須
子
村
で
細
川
立
充
か
ら
三
宅
藤
兵
衛
へ
の
使
者
が

百
姓
た
ち
50
人
程
に
通
路
を
塞
が
れ
る
。

三
十
日

・
天
草
か
ら
の
援
軍
要
請
が
唐
津
に
届
く
。

十
一
月一

日

・
三
宅
藤
兵
衛
・
三
宅
新
兵
衛
、
組
侍
を
連
れ
て
志
柿

に
出
張
る
。

・
三
宅
藤
兵
衛
、
一
揆
勢
が
大
矢
野
に
４
０
０
、
上
津

浦
に
５
０
０
人
い
る
こ
と
を
熊
本
藩
に
通
報
す
る
。

三
日

・
三
宅
藤
兵
衛
、
三
宅
新
兵
衛
、
天
草
新
介
等
を
連
れ
、

大
島
子
へ
出
張
る
。

四
日

・
三
宅
藤
兵
衛
、
唐
津
か
ら
近
日
中
に
援
軍
が
来
る
た

め
、
お
気
遣
い
無
用
事
と
、
熊
本
藩
に
伝
え
る
。

六
日

・
天
草
新
介
、
百
姓
鉄
砲
10
挺
、
外
30
人
を
召
し
連
れ
、

百
姓
惣
兵
衛
に
上
津
浦
の
様
子
を
探
ら
せ
る
。

・
天
草
新
介
、
藤
兵
衛
に
一
揆
討
伐
を
建
議
す
る
も
、

藤
兵
衛
寡
兵
の
理
由
で
応
じ
ず
。

七
日

・
三
宅
藤
兵
衛
、
一
揆
に
つ
い
て
豊
後
目
付
の
牧
野
伝

蔵
・
林
田
丹
波
守
に
報
告
す
る
。

八
日

・
三
宅
藤
兵
衛
、
大
島
子
か
ら
富
岡
へ
帰
る
。

十
日

・
三
宅
藤
兵
衛
、
熊
本
へ
、
重
ね
て
豊
後
へ
の
使
者
へ

添
使
を
依
頼
す
る
。

・
唐
津
か
ら
の
援
軍
５
０
０
が
、
や
っ
と
こ
の
夜
富
岡

に
着
く
。

十
一
日

・
唐
津
勢
、
本
戸
に
出
張
る
。

十
三
日

・
四
郎
、
高
来
勢
を
率
い
て
上
津
浦
に
至
る
。

・
夜
、
三
宅
藤
右
衛
門
組
が
大
島
子
に
着
陣
す
る
。

十
四
日

・
島
子
・
本
戸
戦
が
起
き
る
。

一
揆
勢
は
天
草
勢
１
６
０
０
、
島
原
加
勢
２
０
０
０
。

・
三
宅
藤
兵
衛
、
町
山
口
の
崩
れ
橋
で
馬
に
乗
り
離
れ
、

茂
木
根
に
向
か
う
途
中
で
討
ち
死
に
。
首
は
町
山
口
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の
浜
に
か
け
ら
れ
る
。

本
戸
で
敗
れ
た
唐
津
勢
が
富
岡
へ
引
き
上
げ
る
。

天
草
の
一
揆
勢
は
、
大
矢
野
島
か
ら
上
津
浦
へ
進
出
し
て
、
下
島

を
勢
力
下
に
収
め
つ
つ
あ
っ
た
。
籐
兵
衛
は
、
天
草
の
中
心
本
渡
が

危
険
に
瀕
す
る
の
を
見
て
た
ま
ら
ず
、
唐
津
の
援
兵
を
待
ち
切
れ
ず
、

自
ら
城
（
富
岡
城
）
を
出
て
、
本
渡
ま
で
兵
を
進
め
た
。
や
が
て
、

唐
津
か
ら
到
着
し
た
援
軍
も
ふ
く
め
、
勢
力
は
１
５
０
０
人
。
一
方

の
一
揆
勢
は
、
５
０
０
０
人
。

ま
ず
、
島
子
で
闘
い
の
火
ぶ
た
は
切
ら
れ
た
。
島
子
の
戦
い
で
は
、

一
揆
勢
が
圧
倒
的
勝
利
を
収
め
、
藩
兵
は
三
宅
籐
兵
衛
が
指
揮
す
る

本
渡
の
陣
に
迫
っ
た
。

本
戸
で
も
、
一
揆
勢
の
猛
攻
は
止
ま
ら
ず
、
さ
し
も
の
プ
ロ
集
団

の
唐
津
軍
も
、
押
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
一
部
で
は
逃
げ
出
す
一
隊
も

あ
っ
た
。
今
や
こ
れ
ま
で
と
決
め
た
籐
兵
衛
は
、
や
に
わ
に
単
騎
敵

中
に
突
入
し
て
勇
戦
奮
闘
し
た
が
、
遂
に
深
傷
を
負
い
、
終
に
割
腹

し
て
果
て
た
。

緒
戦
で
、
唐
津
勢
が
敗
れ
た
原
因
と
し
て
、
筆
者
が
考
え
る
に
。

①

最
後
の
戦
い
、
大
坂
の
陣
が
終
わ
っ
て
か
ら
22
年
が
過
ぎ
て

お
り
、
戦
い
の
経
験
が
な
い
者
が
多
か
っ
た
。

②
一
揆
勢
を
た
か
が
百
姓
と
侮
っ
て
い
た
。

③
富
岡
城
の
兵
が
少
な
く
、
か
つ
援
軍
が
遅
れ
た
。

④
熊
本
藩
か
ら
の
援
軍
が
幕
府
の
方
に
よ
り
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

等
で
あ
ろ
う
か
。

藤
兵
衛
自
身
も
、
大
坂
の
陣
の
時
34
歳
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
戦
い

に
は
恐
ら
く
参
戦
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
実
戦
の
経
験
が

な
か
っ
た
。
ま
た
、
よ
そ
者
で
高
禄
を
食
む
藤
兵
衛
は
、
唐
津
藩
士

か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

と
に
か
く
、
藤
兵
衛
に
と
っ
て
は
、
こ
の
一
揆
勢
と
の
戦
い
は
、

か
つ
て
の
戦
国
武
士
の
よ
う
に
、
名
を
上
げ
知
行
を
上
げ
る
為
の
戦

い
で
は
な
く
、
至
極
迷
惑
な
戦
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
藤
兵
衛
は
、
武
士
と
し
て
、
戦
っ
て
戦
場
で
死
ん
だ
の
だ
か

ら
、
そ
れ
な
り
に
本
望
だ
と
思
う
が
、
た
だ
戦
っ
た
相
手
が
、
百
姓

勢
で
あ
っ
た
は
、
不
本
意
で
あ
っ
た
と
思
う
。

藤
兵
衛
の
子
孫
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
家
を
持
ち
、
そ
れ
な
り
に
厚
遇

を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
四
郎
乱
物
語
」
か
ら

本
戸
合
戦

三
宅
藤
兵
衛
打
死
の
事

一
、
三
宅
藤
兵
衛
、
岡
嶋
二
郎
左
衛
門
は
五
百
よ
き
に
て
本
戸
の

陣
を
か
た
め
、
諸
方
の
便
り
を
相
待
つ
処
、
四
郎
上
津
浦
よ
り
多
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勢
打
ち
出
で
、
大
嶋
子
の
合
戦
黒
煙
を
立
て
、
海
上
に
は
数
百
の

舟
共
透
間
な
く
相
見
え
、
味
方
勝
利
を
得
難
き
旨
、
先
連
て
聞
こ

え
け
れ
ば
、
原
田
伊
予
、
沢
本
七
郎
兵
衛
亀
川
に
陣
を
張
っ
て
有

り
し
が
、
ち
り
ぢ
り
に
居
て
は
あ
し
か
る
べ
し
一
所
に
て
防
ぐ
ベ

し
と
、
六
百
よ
き
町
山
口
村
の
下
に
陣
を
ひ
か
せ
け
り
。

瀬
戸
の
潮
も
い
ま
だ
ひ
き
き
れ
ざ
る
と
こ
ろ
、
大
嶋
子
敗
軍
の

勢
ど
も
、
下
瀬
戸
を
か
け
渡
り
、
味
方
の
陣
に
相
加
わ
わ
り
、
以

上
二
千
五
百
騎
な
り
け
れ
ば
、
本
戸
、
今
釜
、
小
松
原
、
町
山
口

村
の
下
ま
で
、
透
間
な
く
備
え
を
構
え
て
、
よ
せ
来
る
敵
を
待
ち

か
く
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
勢
ど
も
は
、
勝
に
乗
じ
て
在
家
に
火
を
つ
け
、

敗
北
の
後
を
追
い
、
先
手
瀬
戸
の
磯
に
出
ず
れ
ば
、
後
陣
は
い
ま

だ
志
柿
村
に
充
満
す
。

四
郎
暫
ら
く
瀬
戸
の
浜
辺
に
居
て
、
惣
勢
を
待
ち
揃
え
、
潮
も

も
は
や
千
落
ち
け
れ
ば
、
時
分
は
よ
き
ぞ
か
ヽ
れ
や
も
の
共
と
下

知
を
な
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
共
い
さ
み
す
ゝ
ん
で
一
度
に
ど
っ
と
お

り
立
ち
、
お
の
が
宗
旨
の
唱
え
を
と
き
の
声
に
作
り
か
け
、
し
ず

し
ず
と
相
近
つ
く
。
味
方
も
一
度
に
潟
中
に
お
り
立
ち
て
、
同
じ

く
と
き
を
あ
わ
せ
け
り
。
両
陣
の
軍
勢
白
洲
の
立
ち
合
い
、
一
里

四
方
の
遠
入
干
潟
隙
間
な
く
見
え
け
り
。

藤
兵
衛
ざ
い
を
ふ
り
、
鉄
砲
う
て
と
下
知
を
な
す
。
並
河
太
左

衛
門
、
値
賀
孫
衛
門
、
一
陣
に
す
ゝ
み
出
で
、
備
え
置
き
た
る
六

十
挺
の
鉄
砲
、
は
た
は
た
と
放
し
か
く
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
共
も
鉄

砲
を
打
ち
あ
わ
せ
、
し
ば
し
鉄
砲
軍
し
た
り
し
に
、
両
方
共
に
う

た
る
ゝ
も
の
多
か
り
け
り
。
原
田
伊
予
鑓
を
入
れ
よ
と
よ
ば
わ
り
、

自
身
も
打
っ
て
出
で
し
か
ど
も
、
岡
嶋
二
郎
左
衛
門
、
沢
木
七
郎

兵
衛
、
三
宅
正
之
介
、
轡
を
な
ら
べ
て
打
っ
て
入
る
。
佐
々
小
左

衛
門
は
六
尺
ゆ
た
か
の
大
男
、
あ
か
ね
の
大
袰
羅
か
け
た
れ
ば
、

諸
士
に
す
ぐ
れ
て
見
え
け
る
が
、
真
先
に
す
ゝ
み
逃
ぐ
る
敵
を
追

い
か
け
、
深
入
り
し
て
後
を
き
ら
れ
主
従
二
十
九
人
一
枕
に
打
死

す
。
続
い
て
関
右
京
も
打
っ
て
出
で
し
が
敵
大
勢
に
と
り
ま
か
れ
、

よ
う
よ
う
と
追
払
い
、
疵
を
負
い
、
味
方
の
陣
に
引
い
て
入
る
。

今
井
十
兵
衛
、
佃
八
郎
兵
衛
、
河
崎
伊
右
衛
門
、
平
山
平
太
夫

四
人
は
敵
あ
ま
た
打
ち
取
り
、
一
足
も
ひ
か
ず
打
死
す
。
三
宅
藤

右
衛
門
、
同
舎
弟
新
兵
衛
、
関
善
左
衛
門
は
先
の
恥
辱
を
す
ゝ
が

ん
と
、
小
松
原
よ
り
打
っ
て
出
で
、
大
勢
の
中
に
割
っ
て
入
る
。

九
里
吉
右
衛
門
、
古
橋
庄
介
、
呼
子
平
右
衛
門
、
田
代
八
右
衛
門
、

河
副
市
右
衛
門
、
同
伝
七
郎
、
同
茂
左
衛
門
、
陰
山
仁
右
衛
門
、

草
場
藤
九
郎
各
々
馬
上
に
甲
胃
を
帯
し
、
鑓
打
ち
物
を
以
て
相
働

く
、
敵
は
皆
す
は
だ
歩
立
ち
に
て
、
面
も
ふ
ら
ず
た
ゝ
か
う
と
い

え
ど
も
、
竹
や
り
交
り
の
道
具
な
れ
ば
、
馬
上
武
者
に
か
け
立
て

ら
れ
、
少
し
引
き
色
に
見
え
け
る
と
こ
ろ
に
、
敵
方
の
鉄
砲
の
上

手
数
多
亀
川
よ
り
本
道
へ
廻
り
、
大
田
口
十
五
社
山
の
森
下
よ
り
、

は
た
は
た
は
た
と
打
懸
く
る
。
此
の
矢
に
あ
た
り
て
死
す
る
も
の

多
く
、
馬
に
も
あ
た
り
、
銘
々
も
疵
を
蒙
む
り
け
れ
ば
、
敵
に
前

後
を
切
ら
れ
て
は
あ
し
か
る
べ
き
と
、
味
方
の
陣
に
さ
っ
と
ひ
け
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ば
、
雑
兵
共
こ
れ
を
見
て
我
先
に
と
敗
北
す
。

三
宅
藤
兵
衛
陣
中
を
か
け
廻
り
引
く
な
引
く
な
と
下
知
す
れ
共
、

な
び
き
立
ち
た
る
大
勢
な
れ
ば
、
ふ
み
留
ま
る
も
の
も
な
く
、
浜

の
手
は
小
松
原
、
今
釜
よ
り
中
村
さ
し
て
引
く
も
あ
り
、
山
の
手

は
町
村
よ
り
山
ロ
ヘ
か
け
上
が
り
、
か
け
道
に
出
ず
る
も
あ
り
、

中
道
は
町
村
の
は
ず
れ
舟
ば
し
と
言
う
大
橋
中
ば
落
ち
た
る
を

し
ら
ず
馬
を
の
り
か
け
、
か
え
さ
ん
と
す
れ
ば
敗
軍
の
勢
さ
ゝ
え
、

為
す
か
た
な
く
水
中
に
乗
り
落
し
、
馬
を
い
た
め
、
歩
立
に
な
る

武
士
も
あ
り
、
衣
類
兵
具
を
ぬ
ら
し
、
こ
ヾ
え
て
あ
が
る
武
士
も

あ
り
、
今
は
一
所
に
つ
ぼ
む
べ
き
よ
う
も
な
く
、
散
々
に
な
り
に

け
り
。

な
お
も
三
宅
藤
兵
衛
は
、
千
騎
が
一
騎
に
成
る
ま
で
も
と
、
陣

中
を
か
け
廻
わ
れ
共
、
手
付
き
の
も
の
も
落
ち
失
せ
、
主
従
六
騎

に
な
り
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
馬
を
海
中
に
乗
り
入
れ
、
茂
木
根
崎

の
沖
に
置
き
た
る
舟
に
の
ら
ん
と
急
ぐ
と
こ
ろ
に
、
船
は
潟
中
に

ほ
し
す
え
、
人
一
人
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
南
無
三
ぼ
う
と
取
っ
て
か

え
し
、
広
瀬
を
さ
し
て
落
ち
て
行
く
。
桑
浦
久
作
、
瀬
戸
吉
蔵
此

所
に
て
う
た
れ
け
り
。

藤
兵
衛
は
塩
浜
の
塘
に
馬
を
か
け
上
ぐ
れ
ば
、
敵
の
打
つ
鉄
砲
、

馬
の
大
腹
に
あ
た
り
、
尻
い
に
ど
う
と
伏
し
け
れ
ば
、
藤
兵
衛
歩

立
に
成
り
て
、
山
川
次
兵
衛
を
供
と
し
て
、
一
丁
ば
か
り
は
あ
ゆ

み
け
れ
ど
も
、
老
武
者
の
か
な
し
さ
軍
に
は
仕
つ
か
れ
た
し
、
重

き
具
足
に
ひ
か
れ
今
は
一
足
も
か
な
わ
ず
、
天
神
の
前
の
稲
田
の

畔
に
腰
を
か
け
、
次
兵
衛
に
首
を
う
て
と
言
う
。
吉
浦
兵
右
衛
門

は
、
土
手
を
構
え
に
取
っ
て
、
追
い
来
る
敵
を
四
、
五
人
突
き
伏

せ
、
一
足
も
さ
ら
ず
打
死
す
。
山
本
五
郎
兵
衛
は
兵
右
衛
門
と
一

所
に
て
、
深
手
を
負
い
、
手
鑓
引
っ
さ
げ
、
藤
兵
衛
も
と
へ
来
る
。

次
兵
衛
見
て
御
生
害
と
の
た
も
う
な
り
。
い
か
ヾ
仕
る
べ
き
や
と

い
え
ば
日
本
一
の
御
最
後
所
、
急
ぎ
た
ま
え
と
諫
を
な
し
、
た
じ

た
じ
と
し
て
通
り
し
か
ば
、
藤
兵
衛
は
積
年
七
十
三(

注)

、
腹
切
っ

て
其
の
名
を
天
下
に
あ
ら
わ
し
た
り
。

五
郎
兵
衛
は
猶
も
人
手
に
は
か
ゝ
ら
じ
と
、
広
瀬
村
の
山
な
る

森
の
か
げ
に
か
く
れ
、
腹
を
切
る
べ
き
覚
悟
せ
り
、
次
兵
衛
は
主

人
の
と
ど
め
を
さ
し
、
そ
の
首
を
ひ
っ
さ
げ
、
広
瀬
村
へ
と
落
ち

け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
つ
よ
く
大
勢
に
て
追
い
か
く
れ
ば
、
主
人
の

首
を
深
田
の
泥
の
中
に
押
し
込
み
、
在
家
に
逃
げ
入
り
、
身
を
か

く
し
て
ぞ
の
が
れ
け
り
。

追
手
ど
も
、
五
郎
兵
衛
後
よ
り
、
の
り
を
つ
た
い
さ
が
し
出
し

て
打
ち
果
す
。
そ
の
戻
り
に
藤
兵
衛
首
を
さ
が
し
と
り
、
大
勢
あ

つ
ま
り
、
勝
ど
き
を
ど
っ
と
あ
げ
、
そ
の
日
の
軍
は
止
み
に
け
り
。

日
も
暮
れ
け
れ
ば
、
敵
の
大
勢
は
本
戸
馬
場
村
に
陣
取
っ
て
休
み

け
る
。

以
下
略

(
注)

七
十
三
は
間
違
い
で
五
十
三
が
正
。

三
宅
藤
兵
衛
最
後
の
シ
ー
ン
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
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長
文
だ
が
こ
こ
に
掲
載
し
た
。

「
四
郎
乱
物
語
」
著
者
不
明

復
刻
版
の
読
解
版(

亀
井
勇
天
草
切
支
丹
館
長)

１
９
７
３
・
１
０
・
１
印
刷

本
渡
市
立
天
草
切
支
丹
館
振
興
会
発
行

よ
り

本
渡
町
広
瀬
の

三
宅
籐
兵
衛
の
墓

自
刃
し
た
と
さ
れ
る
藤
兵
衛
の
首
（
遺
体
）
は
、
ど
う
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

藤
兵
衛
の
墓
に
設
置
さ
れ
て
い
る
天
草
市
の
説
明
板
に
は
、
「
山

仁
田
の
庵
主
が
遺
骸
を
埋
め
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
上
天
草
市
史

大
矢
野
町
編
３
』
に
は
、
「
藤
兵
衛
の
首
は
、

介
添
え
を
し
た
山
本
五
郎
兵
衛
が
田
の
中
に
押
し
込
ん
で
お
い
た
が
、

の
ち
一
揆
の
者
が
探
し
出
し
、
本
戸
の
浜
に
晒
し
首
に
し
た
」
「
そ

の
後
佐
伊
津
の
庄
屋
右
衛
門
が
貰
い
受
け
、
広
瀬
の
高
台
に
埋
め
た

の
が
、
現
存
の
三
宅
藤
兵
衛
の
墓
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

果
た
し
て
、
ど
ち
ら
が
真
実
か
、
ど
ち
ら
も
間
違
い
か
、
真
実
は

分
か
ら
な
い
。

本
渡
町
広
瀬
の
三
宅
籐
兵
衛
の
墓
の
説
明
文

慶
長
八
年
天
草
は
肥
前(

佐
賀)

唐
津
寺
沢
藩
の
飛
地
と

な
り
始
め
て
富
岡
に
城
を
築
き
番
代
が
置
か
れ
た
、
三
宅

藤
兵
衛
は
そ
の
七
代
目
の
番
代
で
あ
る
。
寛
永
十
四
年
天

草
の
乱
勃
発
、
藤
兵
衛
も
自
ら
兵
を
率
い
て
本
戸
に
こ
れ

を
迎
え
た
、
寄
せ
手
に
天
草
四
郎
を
盟
主
と
す
る
キ
リ
シ
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タ
ン
勢
、
生
死
を
恐
れ
ぬ
宗
徒
の
前
に
さ
す
が
の
勇
将
藤

兵
衛
と
そ
の
手
兵
も
遂
に
全
滅
の
憂
き
目
に
あ
い
自
ら
も

広
瀬
の
泥
田
に
憤
死
し
た
時
に
五
十
七
歳
、
山
仁
田
の
庵

主
遺
骸
を
こ
の
地
に
埋
め
て
ね
ん
ご
ろ
に
弔
っ
た
と
い
う
。

天
草
市

天
草
市
観
光
協
会

三
宅
藤
兵
衛
の
墓
は
、
Ｐ
３
。

藤
兵
衛
の
墓
の
横
に
あ
る
、

藤
兵
衛
と
共
に
討
ち
死
に
し
た
唐
津
武
士
の
墓

下
写
真
左
か
ら
、
瀬
戸
吉
蔵
、
山
本
五
郎
兵
衛
、
吉
浦
平
右
衛
門
、

神
浦
久
作
の
墓
。

後
述
の
「
青
木
秀
穂
」
氏
の
講
演
に
よ
る
と
、
瀬
戸
吉
蔵
は
草
履

取
り
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
は
、
草
履
取
り
の
吉
蔵
の
の
墓
石

が
一
番
大
き
い
。
ま
た
神
浦
久
作
は
桑
原
久
作
と
し
て
い
る
。
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苓
北
町
富
岡
瑞
林
寺
の
三
宅
藤
兵
衛
の
墓

以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
え
る
が
、
苓
北
町
富
岡
の
瑞
林
寺

も
三
宅
藤
兵
衛
の
墓
が
あ
る
。
こ
の
墓
は
、
新
建
で
な
く
、
明
治
に

再
建
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
横
に
は
、
古
い
墓
も
あ
っ
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
る
が
、
現
在
は
存
在
し
て
い
な
い
。

刻
字
を
見
る
と
。

右

富
岡
城
代
三
宅
藤
兵
衛
重
利
寛
永
十
四
丁

戌
年
十
一
月
十
四
日
於
広
瀬
村
戦
死

正
面

龍
徳
殿
雪
山
道
白
居
士

左

明
治
四
十
丁
未
三
月

城
木
場
村
松
山
千
太
郎
建
立

裏

一
金

飽
託
郡
本
庄
村

三
宅

重
雄

建
立
者
の
城
木
場
村
、
松
山
千
太
郎
氏
は
、
初
代
藤
兵
衛
に
養
育

さ
れ
た
、
松
山
儀
右
衛
門
貞
重
の
九
代
に
当
た
る
と
い
う
。

「
三
宅
氏
の
遺
臣
松
山
家
家
系
」
に
よ
る
と
、
こ
の
松
山
貞
重
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

初
代
貞
重

松
山
儀
右
衛
門
と
号
す
。
そ
の
父
祖
松
山
外
記
は
鹿
児
島
阿
久

根
の
生
ま
れ
。
後
肥
前
国
南
高
来
郡
有
馬
左
衛
門
佐
藤
原
直
純
公
に

仕
え
し
が
、
元
和
九
年
貞
重
三
歳
の
時
病
没
す
る
。

時
し
も
同
年
島
原
城
主
左
衛
門
尉
も
、
日
向
国
高
鍋
城
主
に
国
替

え
の
事
あ
り
。
貞
重
未
だ
幼
少
の
故
に
御
伴
な
り
難
く
、
縁
あ
り
て

肥
前
国
天
草
郡
富
岡
城
代
三
宅
藤
兵
衛
に
引
き
取
ら
れ
、
直
ち
に
役

所
に
召
し
置
か
れ
る
。
母
も
そ
の
際
、
富
岡
町
年
寄
田
中
半
右
衛
門

へ
縁
付
け
ら
れ
、
貞
重
の
み
も
っ
ぱ
ら
藤
兵
衛
の
養
育
に
よ
り
成
長

す
る
。

寛
永
十
四
年
の
暮
秋
、
彼
17
歳
の
時
に
か
の
天
草
の
乱
起
こ
り
、

そ
の
た
め
急
遽
宮
と
藤
兵
衛
の
出
陣
を
見
る
や
彼
も
ま
た
城
代
の
子

息
共
々
本
戸
村
山
仁
田
ま
で
罷
り
こ
す
。
後
城
代
の
命
の
ま
ま
子
息

諸
共
富
岡
城
内
へ
立
ち
帰
り
、
急
ぎ
城
中
の
固
め
致
し
居
る
と
こ
ろ
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に
、
三
宅
藤
兵
衛
遂
に
広
瀬
村
に
て
討
ち
死
に
の
悲
報
に
接
せ
り
と

い
う
。

乱
後
、
藤
兵
衛
の
子
息
藤
右
衛
門
は
、
細
川
光
尚
の
招
き
に
応
じ

て
仕
官
す
る
が
、
貞
重
は
暇
を
乞
う
て
随
伴
せ
ず
、
城
木
場
に
移
住

し
た
。
以
後
貞
重
の
子
孫
は
、
代
々
天
草
の
地
で
暮
ら
し
、
藤
兵
衛

の
墓
の
建
主
、
千
太
郎
は
九
世
に
し
て
、
文
久
二
年
生
ま
れ
。
大
正

十
二
年
歿
。

（
「
天
草
史
談

２
・
３
号
」
よ
り
）

寄
付
者
の
三
宅
重
雄
氏
は
、
三
宅
藤
兵
衛
の
直
系
で
、
十
一
代
に

当
た
る
。
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17

明
智
光
秀
（
十
兵
衛
）

三
女

玉
（
ガ
ラ
シ
ア
）

次
女

倫
（
前
荒
木
村
重
の
妻
）

光
秀
姉

重
時
（
出
雲
守
）

明
智
左
馬
之
助
光
春

（
三
宅
弥
平
次
）

三
宅
藤
兵
衛

妻
木
氏
・
女

嫡
男

藤
右
衛
門
・
重
元

嫡
男

細
川
忠
興
（
三
斎
）

三
男

細
川
忠
利

次
男

細
川
与
五
郎
興
秋

細
川
藤
孝
（
幽
斎
）

沼
田
麝
香

次
男

細
川
興
元

次
男

重
信

四
男

重
行

三
男

重
豊

三宅藤兵衛関係系図

長
男

細
川
忠
隆



三
宅
氏
系
図

続
き

藤
兵
衛

子

長
子

重
元

藤
右
衛
門

肥
前
唐
津
城
主

広
高
に
仕
え
る
。

広
高
卒
後
、
堅
高
に
仕
え
る
。

寛
永
十
四
年
、
天
草
の
乱
に
附
き
、
天
草
に
至
る
。
こ
の
時
広
高

江
戸
に
在
る
。
重
元
、
留
守
の
人
馬
を
率
い
て
天
草
に
至
る
。
父
重

利
（
藤
兵
衛
）
も
ま
た
本
戸
に
出
て
一
揆
軍
と
戦
う
。
一
揆
勢
の
勢

い
甚
だ
盛
ん
に
し
て
、
重
利
之
に
死
す
。

重
元
、
弟
重
信
（
徳
助
）
、
重
行
（
新
兵
衛
）
と
共
に
、
富
岡
城

へ
帰
る
。
重
元
殿
を
勤
め
、
一
揆
勢
こ
れ
を
追
撃
で
き
ず
。

そ
の
後
、
一
揆
勢
富
岡
城
を
攻
め
る
。
甚
だ
急
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
攻
撃
で
一
揆
勢
が
放
っ
た
鳥
銃
が
、
重
元
の
喉
付
近
を
傷
つ
け

る
。
重
元
こ
れ
に
屈
せ
ず
。

一
揆
勢
は
、
富
岡
城
攻
略
を
あ
き
ら
め
、
島
原
に
移
る
。
重
元
衆

も
こ
れ
を
追
っ
て
有
馬
に
至
る
。

翌
年
、
二
月
二
十
一
日
、
一
揆
勢
は
秘
か
に
城
を
出
て
、
寺
沢
の

囲
み
を
破
ら
ん
と
す
る
。
重
元
、
諸
士
に
先
ん
じ
て
奮
闘
す
る
も
傷

を
負
う
。
こ
の
時
、
多
く
の
部
下
が
多
く
戦
死
す
る
。
一
揆
勢
も
多

数
死
傷
す
る
。
こ
の
戦
い
で
重
元
最
大
の
戦
功
有
り
。

寛
永
十
九
年
、
故
あ
っ
て
唐
津
を
去
り
、
筑
前
瀬
高
に
移
住
す
る
。

寛
永
二
十
年
、
細
川
光
尚
の
招
き
に
よ
り
、
肥
後
の
高
瀬
に
来
る
。

正
保
二
年
、
知
行
千
五
百
石
を
賜
る
。

数
年
後
、
命
あ
っ
て
、
八
代
城
を
鑑
す
。
光
尚
の
手
書
き
に
曰
く
。

重
元
、
老
い
て
致
仕
を
願
う
。
綱
利
は
こ
れ
を
許
し
、
そ
の
禄
を

嫡
子
重
次
に
与
え
、
別
に
三
百
石
を
重
元
に
与
え
、
労
病
の
養
育
料

と
す
る
。

寛
文
六
年
十
一
月
十
八
日
死
去
。
享
年
63
歳
。

二
子

重
信

吉
田
庄
之
助

重
元
と
同
じ
く
肥
後
に
来
る
。
若
く
し
て
卒
。
そ
の
子
重
清
は
、

10
歳
に
し
て
月
棒
十
口
を
賜
る
。
そ
の
後
三
百
石
と
な
り
、
砲
手
の

名
人
と
な
る
。

三
子

重
豊

（
加
右
衛
門
）

唐
津
城
主
に
仕
え
る
。

四
子

重
行

（
新
兵
衛
）

別
家
を
起
こ
す
。

父
藤
兵
衛
や
兄
弟
た
ち
と
共
に
、
一
揆
軍
と
戦
う
。

寛
永
十
九
年
、
故
あ
っ
て
唐
津
を
去
る
。

正
保
二
年
、
細
川
光
尚
に
仕
え
、
采
地
七
百
石
を
賜
る
。

綱
利
の
時
代
、
砲
手
50
人
の
長
と
な
る
。
後
、
番
頭
と
な
り
、
寛

文
五
年
十
一
月
十
日
病
死
。
泰
陽
寺
に
葬
ら
れ
る
。
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三
宅
藤
兵
衛

関
係
年
譜

（
『
天
草
近
代
年
譜
』
等
よ
り
）

天
正

九
年
（
１
５
８
１
）
三
宅
藤
兵
衛
生
ま
れ
る
。
父
は
明
智
左
馬
之
助
。
母
は
明
智
光
秀
の
娘
。
幼
名
師
、
与
平
次
。

天
正

十
年
（
１
５
８
２
）
六
月
二
日
、
明
智
光
秀
信
長
を
討
つ
（
本
能
寺
の
変
）

六
月
十
三
日
、
明
智
光
秀
、
討
た
れ
る
。

本
能
寺
の
変
後
、
藤
兵
衛
は
、
家
臣
の
三
宅
六
郎
太
夫
（
あ
る
い
は
姥
）
に
抱
か
れ
て
京
都
に
逃
れ
、
父
の
知

り
合
い
で
あ
る
町
人
・
大
文
字
屋
の
も
と
で
育
っ
た
。
12
歳
で
鞍
馬
寺
に
入
る
も
、
翌
年
に
は
叔
母
の
細
川
ガ
ラ

シ
ャ
（
秀
林
院
）
を
頼
っ
て
細
川
氏
領
国
の
丹
後
に
移
り
、
以
後
細
川
家
の
庇
護
を
受
け
た
（
の
ち
三
宅
与
助
と

名
を
改
め
、
三
百
石
を
遣
わ
さ
れ
た
）
。

の
ち
に
細
川
家
を
辞
去
し
、
父
・
明
智
左
馬
之
助
の
元
家
臣
で
あ
っ
た
天
野
源
右
衛
門
（
安
田
国
継
（
安
田
作

兵
衛
）
が
改
名
）
の
縁
に
よ
り
三
百
石
で
唐
津
藩
（
寺
沢
家
）
初
代
藩
主
の
寺
沢
広
高
に
仕
え
た
。
（
こ
の
項
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）

父
左
馬
之
助
自
裁
の
時
、
僅
か
２
歳
。
家
臣
三
宅
六
郎
こ
れ
を
懐
に
抱
い
て
京
師
に
逃
れ
る
。
12
歳
に
な
り
、
ひ

そ
か
に
隠
れ
て
鞍
馬
の
僧
舎
に
在
り
。
細
川
越
中
守
忠
興
公
の
室
秀
林
院
殿
、
叔
母
と
い
う
事
で
、
公
に
し
て
藤

兵
衛
を
召
す
。
丹
後
に
で
厚
く
恩
顧
を
受
け
る
こ
と
数
年
、
一
旦
訳
有
り
て
、
京
師
紀
州
の
際
に
流
落
す
る
。
故

左
馬
之
助
の
家
臣
安
田
作
兵
衛
が
左
馬
之
助
敗
亡
後
、
肥
前
唐
津
の
城
主
寺
沢
広
高
に
仕
え
、
姓
名
を
改
め
て
天

野
源
右
衛
門
と
称
す
る
。
こ
の
天
野
、
広
高
に
請
う
て
藤
兵
衛
を
招
く
。
広
高
、
藤
兵
衛
に
釆
地
三
千
五
百
石
を

授
け
る
。
（
源
姓
三
宅
氏
中
興
家
伝
・
天
草
史
談
６
よ
り
）

慶
長

五
年
（
１
６
０
０
）
関
ヶ
原
の
戦
い
。

こ
の
戦
い
の
前
、
細
川
ガ
ラ
シ
ア
、
石
田
三
成
の
捕
虜
と
な
る
こ
と
を
拒
み
自
裁
。
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慶
長

八
年
（
１
６
０
３
）
こ
の
年

肥
前
唐
津
城
主
寺
沢
志
摩
守
広
高
、
関
ヶ
原
の
戦
功
に
よ
り
天
草
を
加
増
さ
れ
、
そ
の
兼
帯
所
領
と
す

る
。
検
地
し
て
総
高
四
万
二
千
石(

内
五
千
石
は
、
桑
茶
、
塩
浜
、
網
運
上
加
算)

、
本
領
八
万
一
千
石
（
内
二
万

石
は
、
添
地
薩
州
出
水
郡
一
円
加
領
）
と
、
合
わ
せ
十
二
万
三
千
石
と
な
る
。
よ
っ
て
志
岐
埼
の
突
端
袋
浦
、
又

の
名
留
岡
を
富
岡
と
改
称
し
、
こ
こ
に
新
城
（
臥
龍
城
）
を
築
き
、
城
下
町
を
構
え
る
。

こ
の
年
、
初
代
番
代
と
し
て
領
主
寺
沢
広
高
の
甥
寺
沢
熊
之
助
が
富
岡
に
入
部
す
る
。
城
詰
め
の
士
卒
１
０
０
人

を
常
備
し
て
、
軍
令
を
布
き
、
郡
内
主
要
の
地
三
ヶ
所
に
郡
代
を
置
き
、
各
村
の
庄
屋
を
監
督
さ
せ
分
治
を
す
る
。

郡
代

河
内
浦
（
後
の
一
町
田
）

中
島
与
左
衛
門

（
五
百
石
）

本
戸

九
里
三
左
衛
門

（
五
百
石
）

栖
本

石
原
太
郎
左
衛
門

（
七
百
石
）

同
副
役
・
大
矢
野

古
野
与
一

（
三
百
石
、
足
軽
10
人
）

各
郡
代
に
、
足
軽
20
人
を
付
け
る
。

各
郡
代
と
も
、
本
藩
よ
り
家
族
同
伴
で
着
任
し
、
交
代
な
く
終
始
勤
続
す
る
。

当
時

領
主
広
高
は
、
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
は
、
蔭
に
黙
認
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
教
勢
は
頗
る
振

る
わ
ず
、
た
だ
惰
性
を
保
つ
の
み
。

慶
長

九
年
（
１
６
０
４
）
こ
の
年

領
主
広
高
、
郡
中
20
ヶ
浦
に
船
手
の
常
備
を
命
じ
、
飛
船
、
曳
舟
等
不
時
の
公
用
に
使
う
。

慶
長

十
年
（
１
６
０
５
）
冨
岡
臥
龍
城
が
竣
工
す
る
。
大
手
門
の
両
翼
に
戸
止
口
、
浜
口
の
二
門
を
持
ち
、
湊
内
船
津
の
舸
子
町
、
権
現
山

麓
御
徒
町
等
、
外
郭
も
整
備
す
る
。

こ
の
年
、
富
岡
番
代
が
矢
張
領
主
甥
戸
田
又
左
衛
門
と
交
代
す
る
。

こ
の
年
、
広
高
、
幕
府
の
意
を
慮
り
、
番
代
に
命
じ
郡
内
所
々
の
天
主
教
寺
院
を
壊
し
、
十
字
架
を
倒
し
、
禁
教

を
強
制
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
志
岐
、
上
津
浦
の
司
教
館
の
み
残
存
し
、
パ
ー
ド
レ
５
人
、
イ
ル
マ
ン
２
人
在
住

す
る
の
み
。

慶
長
十
一
年
（
１
６
０
６
）
富
岡
城
郭
内
の
町
並
み
に
、
各
郡
代
屋
敷
を
建
て
る
。
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慶
長
十
三
年
（
１
６
０
８
）
こ
の
年
、
富
岡
番
代
交
代
、
三
代
目
よ
り
家
臣
を
登
用
、
高
畑
忠
兵
衛
（
千
石
）
着
任
す
る
。

慶
長
十
四
年
（
１
６
０
９
）
こ
の
年

広
高
に
次
男
生
ま
れ
、
忠
高
と
名
付
け
る
。

慶
長
十
七
年
（
１
６
１
２
）
こ
の
年
、
広
高
の
長
男
忠
清
が
17
歳
に
な
り
、
薩
摩
島
津
家
の
女
と
縁
組
が
な
り
、
薩
摩
よ
り
結
納
の
使
者
伊
勢

平
左
衛
門
が
唐
津
に
来
る
。

富
岡
番
代
高
畑
忠
兵
衛
、
新
た
に
大
矢
野
柳
浦
に
茶
屋
を
建
て
、
伊
勢
の
帰
途
に
招
い
て
饗
応
す
る
。
席
上
伊
勢

酒
癖
を
発
し
、
寺
沢
家
を
悪
し
ざ
ま
に
罵
詈
雑
言
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
忠
兵
衛
一
刀
の
も
と
に
伊
勢
を
切
伏
せ
、

即
座
に
切
腹
す
る
。

高
畑
の
遺
骸
は
富
岡
城
内
清
円
寺
に
葬
る
。

慶
長
十
八
年
（
１
６
１
３
）
こ
の
春
、
四
代
富
岡
番
代
と
し
て
、
川
村
四
郎
左
衛
門
（
千
石
）
着
任
す
る
。

十
二
月
、
富
岡
番
代
川
村
四
郎
左
衛
門
、
下
命
に
よ
り
天
主
教
徒
の
検
挙
に
着
手
。
宣
教
師
に
退
去
を
命
じ
る
。

こ
の
た
め
、
上
津
浦
駐
在
の
イ
ル
マ
ン
、
マ
マ
コ
ス
こ
の
月
に
未
鑑
の
書
を
残
し
て
去
る
。

慶
長
十
九
年
（
１
６
１
４
）
一
月
、
諸
大
名
、
幕
府
の
命
を
奉
じ
、
領
内
の
天
主
教
徒
の
禁
圧
に
か
か
る
。

富
岡
番
代
川
村
四
郎
左
衛
門
は
引
き
続
き
教
徒
弾
圧
に
専
念
す
る
。
志
岐
の
会
堂
を
破
壊
し
、
パ
ー
ド
レ
、
ガ
ル

シ
ア
・
ガ
ル
セ
ス
に
退
去
を
命
じ
、
か
つ
袋
浦
（
富
岡
）
の
ア
ダ
ム
荒
川
を
捕
え
、
過
酷
な
拷
問
を
続
け
る
。

六
月
六
日
、
こ
の
日
早
朝
、
ア
ダ
ム
荒
川
を
志
岐
の
刑
場
で
首
を
刎
ね
、
死
骸
を
海
に
投
じ
る
。
荒
川
60
歳
。

広
高
、
江
戸
よ
り
駿
府
に
至
る
。

家
康
、
国
に
帰
り
長
崎
奉
行
長
谷
川
藤
広
と
共
に
、
耶
蘇
教
徒
の
追
放
を
命
じ
る
。

広
高
、
文
禄
四
年
以
来
、
唐
津
本
領
の
添
え
地
と
し
て
領
有
し
て
い
た
薩
州
出
水
郡
一
円
を
、
当
時
上
が
り
地
の

ま
ま
に
あ
っ
た
福
岡
黒
田
藩
の
旧
領
怡
土
郡
と
替
地
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
許
さ
れ
る
。
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元
和

元
年
（
１
６
１
５
）
富
岡
番
代
川
村
四
郎
左
衛
門
、
な
お
も
教
徒
迫
害
の
手
を
緩
め
ず
、
さ
ら
に
上
津
浦
の
教
会
堂
を
破
壊
し
、
留
守

居
の
住
持
（
一
向
宗
僧
侶
）
を
退
去
さ
せ
る
。

富
岡
番
代
更
迭
。
家
老
職
筆
頭
の
関
主
水
（
三
千
石
）
を
据
え
る
。
こ
れ
は
、
長
崎
や
薩
摩
に
備
え
て
、
大
物
を

配
置
す
る
た
め
で
あ
る
。

大
坂
夏
の
陣
。
豊
臣
氏
滅
ぶ
。

元
和

二
年
（
１
６
１
６
）
徳
川
家
康
死
去
。
75
歳
。

松
倉
重
政
、
島
原
城
主
と
な
る
。

富
岡
番
代
交
代
。
家
老
格
中
村
藤
左
衛
門
（
二
千
石
）
着
任
。

元
和

六
年
（
１
６
２
０
）
広
高
の
嫡
男
、
忠
清
早
世
。
25
歳
。
富
岡
番
代
中
村
藤
左
衛
門
殉
死
す
る
。

遺
骸
は
富
岡
城
山
内
龍
服
寺
に
葬
ら
れ
る
。

元
和

七
年
（
１
６
２
１
）
こ
の
年
、
七
代
富
岡
番
代
と
し
て
、
三
宅
藤
兵
衛(

千
石)

着
任
す
る
。

元
和

九
年
（
１
６
２
３
）
こ
の
年
富
岡
番
代
三
宅
藤
兵
衛
、
縁
あ
っ
て
松
山
外
記
が
遺
子
貞
重
を
母
子
と
も
引
き
取
り
、
母
は
富
岡
町
役
人

(

後
の
町
年
寄)

田
中
半
左
衛
門
に
再
嫁
せ
し
め
、
貞
重
の
み
手
許
に
置
い
て
養
育
す
る
。

（
註
）
松
山
外
記

元
有
馬
藩
士
、
こ
の
年
三
歳
の
一
子
貞
重
を
遺
し
病
没
す
る
。

寛
永

元
年
（
１
６
２
４
）
広
高
の
嗣
子
忠
高
、
16
歳
に
達
し
元
服
、
名
を
堅
高
と
改
め
る
。

唐
津
藩
主
寺
沢
広
高
、
将
軍
家
光
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
聞
知
し
、
富
岡
番
代
に
領
内
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
取
締

り
を
厳
に
さ
せ
る
。

寛
永

二
年
（
１
６
２
４
）
廣
高
隠
居
し
、
堅
高
家
督
を
継
ぐ
。
藤
兵
衛
、
賀
義
言
上
の
た
め
唐
津
へ
渡
り
、
伺
候
す
る
。
同
時
に
、
番
代
永

勤
に
任
ぜ
ら
れ
、
家
族
を
伴
い
富
岡
へ
帰
る
。

22



寛
永

五
年
（
１
６
２
８
）
藤
兵
衛
、
唐
津
本
藩
よ
り
の
招
き
に
応
じ
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
圧
の
た
め
帰
藩
す
る
。

寛
永

六
年
（
１
６
２
９
）
藤
兵
衛
、
唐
津
よ
り
帰
任
。
途
次
長
崎
奉
行
と
も
諸
事
談
合
、
断
固
弾
圧
の
臍
を
固
め
る
。
帰
城
す
る
や
直
ち
に

三
郡
代
を
呼
び
、
各
々
村
役
に
強
制
の
手
段
に
出
る
よ
う
特
命
す
る
。

七
月
、
切
支
丹
禁
圧
、
こ
の
月
よ
り
大
々
的
検
挙
迫
害
に
着
手
す
る
。

ま
ず
富
岡
志
岐
よ
り
始
め
、
町
役
人
ト
マ
ス
用
左
衛
門
の
子
ド
ミ
ニ
コ
を
流
罪
に
処
し
、
志
岐
教
会
堂
の
門
番
ジ
ュ

リ
オ
を
海
に
投
じ
る
。
ま
た
富
岡
志
岐
の
婦
女
子
二
百
数
十
名
を
投
獄
し
、
そ
の
親
や
夫
に
棄
教
を
迫
る
。

河
内
浦
の
郡
代
に
於
い
て
は
、
信
徒
の
子
供
た
ち
を
竹
籠
に
入
れ
、
雨
日
に
晒
し
、
断
食1

2

日
に
及
び
、
そ
の
一

家
に
棄
教
を
迫
る
。
さ
ら
に
、
検
挙
の
網
を
拡
大
し
、
迫
害
の
手
は
大
江
、
崎
津
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
軒
並
み
に
臨

検
を
強
行
、
否
応
な
し
に
棄
教
さ
せ
る
。

一
月
に
来
島
の
パ
ー
ド
レ
２
人
も
、
迫
害
に
及
び
退
去
す
る
。

寛
永

七
年
（
１
６
３
０
）
十
一
月
十
六
日
、
島
原
藩
主
松
倉
重
政
死
去
。
勝
家
就
封
。

藤
兵
衛
、
教
徒
収
容
の
た
め
、
富
岡
郊
外
野
中
に
牢
獄
を
建
て
る
。

こ
の
年
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
迫
害
は
峻
烈
を
極
め
、
諸
所
に
悲
惨
な
殉
教
者
を
出
す
。

寛
永

八
年
（
１
６
３
１
）
長
崎
に
於
い
て
、
温
泉
岳
の
熱
湯
に
代
え
て
、
海
岸
に
大
釜
を
据
え
て
潮
湯
に
硫
黄
を
混
ぜ
て
釜
ゆ
で
に
す
る
な

ど
虐
待
が
続
く
。

寛
永

九
年
（
１
６
３
２
）
徳
川
秀
忠
死
去
。
54
歳

十
二
月
九
日
、
加
藤
家
に
替
り
、
細
川
忠
利
熊
本
城
に
入
る
。

こ
の
年
、
富
岡
町
役
人
ト
マ
ス
用
左
衛
門
の
妻
及
び
下
男
ヨ
ハ
ネ
、
生
き
な
が
ら
身
に
投
ぜ
ら
れ
る
。

寛
永

十
年
（
１
６
３
３
）
先
の
領
主
、
広
高
死
去
。
71
歳
。
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志
岐
の
牢
舎
で
、
宅
嶋
六
兵
衛
、
火
あ
ぶ
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

寛
永
十
四
年
（
１
６
３
７
）
天
草
島
原
の
乱
勃
発
。
藤
兵
衛
手
勢
百
人
を
率
い
て
本
戸
へ
出
陣
、
同
地
の
郡
代
屋
敷
に
入
る
。

十
一
月
二
日
、
藤
兵
衛
、
島
子
へ
向
か
い
、
尖
兵
を
配
し
て
上
津
浦
勢
の
抑
え
に
備
え
、
即
日
引
き
返
し
、
本
戸

付
近
の
キ
リ
シ
タ
ン
検
挙
に
か
か
る
。

十
一
月
十
一
日
、
前
日
富
岡
に
着
船
し
た
唐
津
勢
が
本
戸
に
回
航
し
、
三
宅
勢
と
合
体
す
る
。
藤
兵
衛
、
諸
将
に

会
い
、
諸
般
を
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

十
一
月
十
四
日
、
藤
兵
衛
、
本
戸
広
瀬
で
戦
死
す
る
。
57
歳
。

寛
永
十
五
年
（
１
６
３
８
）
二
月
、
原
城
落
ち
る
。

寛
永
十
九
年
（
１
６
４
２
）
三
宅
藤
兵
衛
の
長
子
藤
右
衛
門
重
元
、
故
あ
っ
て
唐
津
を
退
去
、
筑
前
瀬
高
村
に
浪
居
す
る
。

寛
永
十
九
年
（
１
６
４
２
）
重
元
、
熊
本
藩
主
細
川
光
尚
の
招
き
に
よ
り
、
肥
後
高
瀬
に
来
る
。

正
保

二
年
（
１
６
４
５
）
重
元
、
肥
後
藩
に
出
仕
。

（
註
）
天
草
一
揆
（
天
草
島
原
の
乱
）
に
つ
い
て
は
、
別
紙
参
照
。
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